
３月定例会  総括質疑要旨

議　員　8050問題や、昨年に相次いだ
ひきこもりに関連する事件から、相談窓口
の設置や支援体制の整備が全国レベル
での急務となっています。ひきこもり問題
に対する本市の対応の進捗状況と、今後
について伺います。
福祉こども部長　今年の1月から2月に
かけて、家族会と関係各課による意見交
換会を実施しました。ひきこもりの現状と、
それを解決したいと願う家族の心労や要
望等を直接お聞きし、支援の一環として、
家族や当事者の居場所づくりから始める
ことになりました。また、相談窓口や支援
体制については、厚生労働省が昨年12

議　員　本市には数多くの古墳が存在
し、特に天神山古墳は、その規模の大きさ
はもとより、太田駅から徒歩圏内という好
立地にある希少な文化財です。このように、
地元住民にとってはありふれていても、外
から見ると大変魅力的な本市の文化財を
活用した観光振興の課題と可能性につい
て伺います。
産業環境部長　歴史的文化財について
は、新しい観光資源である太田市美術
館・図書館等と結び付けてＰＲを行ってい
ます。観光資源としての文化財を生かし
切れていない部分については、関係課と
連携し、さらなるＰＲの充実に努めていき
たいと考えています。
議　員　近年では古墳女子という言葉も
誕生しており、天神山古墳をはじめとした
幅広い時代の文化財は、発信次第で強
力な観光資源となり得ます。また、製造だ
けでなく、見せる体制が整った工場も多く
あります。本市独自の文化財と観光資源
の再評価が必要と考えますが、市長の所

議　員　大雄建設が事業主体である、
北茨城市の特産品を中心とする交流物
産館について、総事業費、補助金2,500
万円の使途、赤字等により大雄建設が撤
退した場合の原状回復費用の見積もりと、
その担保としての保証金の額を伺います。
企画部長　総事業費は今後、変更となる
可能性もあり、まだ発表できる段階にあり
ません。補助金については、交流都市の
物産を扱うための必要備品に対して交付
する予定です。事業主体の撤退時には、
原状に復す内容の契約を締結する予定
であり、保証金は賃料の1年分、173万
7,600円を予定しています。原状回復費
用の見積もりは現状行っていませんが、原
状回復の必要が生じた際には、保証金を
その費用に充てる場合もあると思います。
議　員　約170万円の保証金では、原
状回復費用としては不足と思います。撤退
した場合には、その費用が市の負担となる
リスクがあります。また、補助金と保証金を
みると、約14年分の借地料を無料にする

議　員　（仮称）太田西複合拠点公共
施設の整備計画について、その内容と完
成の目途を伺います。
企画部長　この事業はいまだに構想段
階にあり、老朽化した公共施設の再編の
ほか、市民アンケートやワークショップ等
の意見を参考にして、民間商業施設等の
導入も視野に入れながら計画づくりを進
めています。公共施設の導入候補として
は、屋内プールや図書館のほか、行政セン
ター等の窓口機能も検討しています。施
設の完成時期については未定ですが、来
年度から設計業務が開始できるように準
備を進めているところです。

月、ひきこもりを中心に、介護や困窮と
いった複合的な問題を抱える家庭に対応
するために、市町村の体制整備を促す方
針を決定し、本年の通常国会に、財政面
での支援も含めて法案が提出されている
ようですので、併せて家族会の意見を聞
き、体制整備を検討したいと考えています。
議　員　ひきこもりに対する市長の所見
を伺います。
市　長　私も、ひきこもりの方のご家族や
関係者とお話をして、相談の場や居場所
の確保から始めるということで意見が一
致し、早速、担当が動いてくれているとこ
ろです。いずれは、いろいろな分野の困り
ごとがある人たちが、総合的に相談できる
ような環境をつくっていきたいと考えてい
ます。
■その他の質問
・財政方針・予算編成について
・減災・防災対策について
・子育て支援について
・ＳＤＧｓの推進について

見を伺います。
市　長　ＳＵＢＡＲＵやＡＧＦによる工場見
学の受け入れは、本市にとって非常に強
みであると考えます。一方、天神山古墳は
用地買収が完了せず、整備ができない状
況ですが、古い歴史を生かしてできること
を考えていきます。他の観光資源について
も、発掘して紹介していくことが大切と考
えています。
■その他の質問
・市民満足度アンケート調査結果の予
算への反映について
・災害対策について
・子育て支援策について
・農業振興について

のと同等であり、公益性に疑問が残りま
すが、市長の所見を伺います。

市　長　北関東自動車道の開通により、
海からのアクセスが大幅に向上したこと
から、群馬に海を持ってくるという視点の
政策として行うものです。この計画につい
て、いろいろな場で話をしましたが、反論
はほとんどありませんでした。北茨城市と
の都市交流の場としても有益と考えてい
ますので、建設を進めていきたいと考えて
います。
■その他の質問
・都市計画の変更について

議　員　単に各行政センターの機能を
集約させるのでなく、後期高齢者医療保
険受給者証の再発行の手続き等、各種
行政サービスのワンストップ化機能を持
たせるべきと考えます。また、県と協議し、
県の出先機関である保健福祉事務所を
含めた施設とすることについて、市長の所
見を伺います。
市　長　第2の市役所のような施設では
なく、補完的な施設として整備を計画して
います。効率的な行政運営を行うために
は機能の集約化が必要ですが、その中で
市民サービスが低下することのないように
したいと考えています。県の出先機関を含
めることについては、人件費等、財政的な
負担の増加につながりますので、県には
そのような意向はないのではないかと考
えます。
■その他の質問
・持続可能な財政運営について
・（仮称）市民体育館建設事業について
・おおた渡良瀬産業団地について

令和2年度施政並びに財政方針及び予算
について
―ひきこもりについて―

公明クラブ　星野　一広

令和2年度施政並びに財政方針及び予算
について
―文化財の保護活用と観光振興について―

創政クラブ　今井　俊哉

交流物産館の建設について

日本共産党　水野　正己

令和2年度施政並びに財政方針及び予算
について
―（仮称）太田西複合拠点公共施設の整
備計画について―

太田クラブ　大川　敬道

3月定例会では、2月26日に6人の議員が代表総括質疑を、27日に4人の議員が総括質疑を行い、令和2年度の施政や財政方針など
に関して活発な議論を展開しました。紙面の都合により、質問した議員に確認の上、1問を選び、質問と答弁の要旨を紹介します。

なお、総括質疑の模様は、太田市議会ホームページ「インターネット中継」からご覧いただくことができます。
また、定例会の正式な会議録は、市政情報コーナーや各市立図書館、市議会ホームページ、議会事務局などで６月下旬からご覧い

ただくことができます。
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